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日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
区
議
会
第
１
回
定
例
会

で
、
介
護
保
険
制
度
改
定
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て
、
区
の

認
識
を
質
し
ま
し
た
。

第
７
期
（
Ｈ
30
～
32
年
度
）
の
改
定
で
、
杉
並
区
の
介

護
保
険
料
の
基
準
月
額
は
、
５
７
０
０
円
か
ら
６
２
０
０

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
た
Ｈ
12
年
の
２
９
４
０
円
と
比
較
す
る
と
２
倍
以
上

の
値
上
げ
で
す
。
改
定
の
た
び
に
保
険
料
負
担
は
増
え
続

け
、
高
齢
者
の
負
担
限
界
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。

国
に
対
し
、
国
庫

負
担
割
合
を
抜
本
的

に
引
き
上
げ
る
よ
う

求
め
る
と
と
も
に
、

区
独
自
に
保
険
料
軽

減
の
た
め
に
一
般
財

源
か
ら
の
繰
入
を
検

討
す
べ
き
と
求
め
ま

し
た
。

区
は
、
生
計
困
難

者
へ
の
負
担
軽
減
策

は
継
続
す
る
が
、
国

は
一
般
財
源
か
ら
の

繰
入
は
適
当
で
な
い

と
の
見
解
を
示
し
て

お
り
、
区
と
し
て
も

同
様
の
判
断
を
し
て

い
る
と
答
え
ま
し
た
。

こ
の
間
の
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に
よ
り
、
区
内
の
特
養

ホ
ー
ム
で
は
、
事
業
者
が
運
営
に
支
障
を
き
た
し
、
利
用

者
の
食
費
・
居
住
費
等
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の
事
態
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
世
田
谷
区
で
は
、
介
護
事
業
者
へ
の
実

態
調
査
を
実
施
し
、
介
護
現
場
の
状
況
を
把
握
し
て
い
ま

す
。
区
と
し
て
も
、
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護

報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
を
緩
和
す
べ
く
、
区
独
自
に
介
護

従
事
者
の
処
遇
改
善
策
を
検
討
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
区
内
の
介
護
事
業
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る

深
刻
な
職
員
不
足
の
実
態
を
紹
介
し
、
東
京
都
の
介
護
人

材
確
保
・
育
成
・
定
着
支
援
策
の
新
規
事
業
の
活
用
や
、

区
と
し
て
、
介
護
職
員
確
保
や
定
着
支
援
策
を
拡
充
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

区
は
、
実
態
調
査
や
区
独
自
の
処
遇
改
善
策
を
行
う
考

え
は
な
い
と
消
極
的
な
姿
勢
で
し
た
が
、
介
護
人
材
の
確

保
に
つ
い
て
は
深
刻
な
状
況
と
捉
え
て
お
り
、
都
の
人
材

確
保
に
関
す
る
事
業
も
活
用
し
、
区
と
し
て
も
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
答
弁
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
定
で
は
、
利
用
料
３
割
負
担
の
導
入
、
介
護

認
定
率
抑
制
に
よ
る
給
付
削
減
等
も
計
画
さ
れ
、
介
護
現

場
に
は
重
大
な
影
響
が
及
び
ま
す
。

党
区
議
団
は
、
制
度
の
改
悪
に
よ
り
、
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
等
の
事
態
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
に
、
区
が
独
自
の
支
援
策
を
拡
充
す
る
よ
う
求
め
、

全
力
を
あ
げ
ま
す
。

介護保険 区独自の支援策拡充を

介
護
報
酬
引
き
下
げ
の
影
響
は
深
刻

介
護
現
場
の
実
態
把
握
を

介
護
保
険
料

今
回
も
ま
た
値
上
げ

第１期

（Ｈ12

～14）

第２期

（Ｈ15

～17）

第３期

（Ｈ18

～20）

第４期

（Ｈ21

～23）

第５期

（Ｈ24

～26）

第６期

（Ｈ27

～29）

第７期

（Ｈ30

～32）

2940円 3000円 4200円 4000円 5200円 5700円 6200円

杉並区の介護保険料基準月額の推移

※基準月額

第1期～3期 本人が区民税非課税で他の世帯員が区民税課税

第4期～ 本人が区民税非課税で他の世帯員が区民税課税であり、
本人の合計所得額と課税年金収入額の合計が80万を超える方

介
護
の
取
り
上
げ
許
さ
な
い



党
区
議
団
の
独
自
調
査
と
予
算

特
別
委
員
会
（
３
月
６
日
）
で
の

追
及
に
よ
り
、
明
ら
か
と
な
っ
た

田
中
区
長
の
公
用
車
の
私
的
使
用

問
題
。
昨
年
５
月
、
他
区
の
都
議

会
議
員
選
挙
予
定
候
補
者
の
選
挙

応
援
に
公
用
車
を
使
っ
て
参
加
し

て
い
た
と
い
う
も
の
で
、
多
く
の

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

舛
添
前
都
知
事
の
公
用
車
私
的

使
用
問
題
以
降
、
国
民
の
厳
し
い

目
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
問
題
を

知
っ
た
区
民
か
ら
も
「
第
二
の
舛

添
だ
」
等
、
怒
り
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
の
場

で
、
区
は
公
用
車
の
使
用
実
態
の

調
査
を
拒
否
し
た
も
の
の
、
翌
日

の
委
員
会
冒
頭
に
は
、
慌
て
て
答

弁
を
補
足
。
選
挙
応
援
に
公
用
車

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
と

し
な
が
ら
、
公
務
と
の
関
わ
り
が

あ
っ
た
な
ど
と
言
い
わ
け
答
弁
に

終
始
し
ま
し
た
。

舛
添
前
都
知
事
の
辞
任
を
受
け

た
後
も
、
公
用
車
の
私
的
使
用
を

続
け
る
田
中
区
長
の
時
代
錯
誤
の

感
覚
は
、
首
長
と
し
て
の
姿
勢
を

欠
く
も
の
で
す
。
引
き
続
き
、
実

態
解
明
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

森
友
公
文
書
改
ざ
ん
や
自
衛
隊
の
日
報
隠
ぺ
い
、
裁
量
労

働
制
の
デ
ー
タ
ね
つ
造
、
学
校
教
育
へ
の
不
当
な
介
入
・
・
・
。

国
政
を
私
物
化
し
、
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
安
倍
政
治
に

国
民
の
怒
り
が
沸
騰
し
て
い
ま
す
。

区
政
で
も
、
田
中
区
長
の
強
権
的
な
区
政
運
営
に
よ
る
ま

ち
壊
し
、
私
物
化
に
多
く
の
区
民
が
怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

世
論
を
大
き
く

広
げ
て
、
国
政
で

も
区
政
で
も
、
民

意
を
反
映
す
る
新

し
い
政
治
を
切
り

拓
い
て
い
く
た
め

に
、
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。

区長の公用車私的使用問題
党区議団の追及翌日、言いわけ答弁

安倍内閣は退陣を！暴走区政の転換を！
野垣あきこ区議補選予定候補とともに訴え

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
報
道

４月８～９日、日本共産党杉並後援会の

房総小湊温泉一泊バス旅行が行われました。

５名の区議会議員と野垣あきこ区議補選

予定候補、原田あきら都議、各区議地域の

後援会員総勢108名が参加。成田山新勝寺、

笠森観音などを散策。夕食会では参加者が

出し物を披露。交流を深め、区長・区議補

選に向けて、勝利の決意を固めあいました。

時
代
錯
誤
の
区
長
の
感
覚

区長・区議補選で勝利を

杉並後援会バス旅行108名参加

毎
日
新
聞

３
月
７
日
付
け

朝日新聞 ３月８日付け

し
ん
ぶ
ん
赤
旗

３
月
10
日
付
け

東
京
新
聞

３
月
10
日
付
け

産経新聞３月８日付け

６日朝 荻窪駅北西口での宣伝

区
議
団
、
原
田
都
議
ら
に
よ
る

区
政
私
物
化
追
及
の
寸
劇


